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CLINICAL EVALUATION OF  CERNILTON® 
ON BENIGN PROSTATIC HYPERTROPHY
   Junji HAYASHI, Hiroshi MITSUI, Genichiro YAMAKAWA, 
    Akinobu SUGA, Akira KAI, Tomoyuki SHIMABUKURO, 
  Kuniharu YANAGI, Shoji FUJISAWA, Hiroshi TAKIHARA, 
Yoshitaka KANEDA, Norio YAMAMOTO and Jisaburo SAKATOKU 
  From the Department of Urology, Yamaguchi Un versity SchoolfMedicine 
(Director: Prof. J. Sakatoku)
   Twenty patients with benign prostatic hypertrophy were treated with Cernilton®, 6 tablets a day 
for an average of 13.2 weeks. 
   Subjective effectiveness was observed in the improvement of sense of residual urine (92%), retarda-
tion (86%), night frequency (85%), strain on urination (56%), protraction (53%) and forceless urinary 
stream (53%). The overall subjective effectiveness was 80% of patients, and the overall objective 
effectiveness was 54% of patients. Night frequency, residual urine volume and tidal urine volume 
were improved significantly. The overall effectiveness was 80%. No side effects were observed.






















































残尿量,尿 流量測定(排 尿量,平 均排尿量,最 大
排尿量)は 実数で調査 し,前立腺重量はThumann
法1)により推定し,直腸内触診,尿 道膀胱造影(斜
















血小板数,血 色素量,ヘ マ トクリント),血液生化
Tablel.評 価 基 準














2,や 時 閥がか か る
3,非常 に時間が かか る
1.若い時 と同様 ご く普通 であ る
2.や 時間がか か る
3.非常 に時間が かか る
1.特に意識 しな くて も普通に排 尿で きる
2.時々 意識 して 腹 にカ をいれね ば排尿 で きない
3.排尿 のあ いだ中 いっ も力 まない と尿 が出 ない
L尿 線 の太 さや弧を描 く状態 は若い時 と変 わ らな い
2.勢いがな い時 は弧 を描かず途 切れ る ことがあ る.











2.小鶏 卵 大(直 径4.4c●以 下)
a.p卵 大(直 径5.4c風以 下)




a.中等 度 変 化
4.やや 高 度 変 化
5.高度 変 化
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Table2.症 例 治 療 成 績 一 覧
投 自 覚 症 状
症例 碗yo駐 既






排 尿 困 難 自覚症状
薄延性 排尿時の 尿線の 残尿感 判 定
排 尿 いきみ 勢い













































































6カ 月未満 排 尿困難101～zO
l年未 満 夜 間頻尿1441
4年 排 尿困難1330
6カ 月未満 頻尿1332





1カ月未 満 排尿困 難134且
1カ月未 満 残尿 感1274
6カ月未 満 夜間頻尿is5～63～4
1カ月未満 排尿困 難1531
6カ月未 満 排 尿時不 快感142--31～2
3年 頻尿103～42～3
1年未満 頻尿 ・排尿困 難1341
io年 排尿困 難1343




























































学 検 査(GOT,GPT,Al-P,BUN,ク レア チ ニ ン,
Na,K,C1,血糖,Ac-P(総),Ac-P(前立 腺)),
尿検 査(蛋 白,糖,潜 血 反応,pH,沈 渣)を 可 及 的
に実 施 した.
成 績
i.症 例 の背 景
対 象 とな った20例の年 齢 は59歳か ら76歳(平 均67,2
歳)で1例 を 除 き 初 発 の外 来 患 者 で 病 期 は 第1期14
例,第II期6例 で,主 訴 は排 尿 困難12例(54・5%),
頻尿5例(22.7%),夜 間 頻 尿3例(13.6%)な どで
あ った.
20例の成 績 は 一 括 してTable2に 示 した 。
2.自 覚 症状 に 対 す る効 果(Table3,4)
夜間 排 尿 回 数 は20例中17例(85%)に 改 善 が 認 め ら
れ,3例(15%)は 投 与 後夜 間排 尿 が1回 も認 め られ
なか った.ま た ミッ ドレ ン ジ を 用 い た 投 与 前 後値 は
3.1回か ら1.6回に 減 少 して お り。統 計学 的 検 討 に よ り
有意 差 を 認 め た(P〈0.001)・
遷 延 性 排 尿 は14例中12例(85.7%),再延 性 排 尿 は
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Table3.自覚 症 状 別 効果












































































Table5.自 覚 症 状総 合効 果















Table6,他覚 所 見 別 効 果
項 目 症例数s改 善 非改善 改善率(%)
残 尿 量








































Table7.他覚 所 見 別 効果*










Table8.総 合 効 果



























































































































































かに優っていた.個 々の項 目では残尿量 と排尿量に統
計学的な有意差を認めた.前立腺肥大症では残尿があ
ると二次的尿路感染をともないやすく,残尿に対して
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